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大正 十五 年八月ヒ パ飛腐病害調査の錦め青森皆林局管 内 蟹 田 及 内 良 部雨

皆林署部内に出 張 中 樹幹の長 jJírlI I'C 滑ひて長 〈 且 つ比較的 隔賢 〈 儲朽し飛腐

病 とは 全然其の 腐朽 j伏態を異にする 丸太が甚だ多数堆積さ れあ る を見?とる

を以て各被害 丸太 に 就て詳細に検 したるも常時還 に 其の病原躍と 記、 む べき

菌輩 を 認 むるとと 能はぎりき越へて昭和1 三年八月営林業試験揚技 自li 河 田 保

氏は青森皆林局管 内 大 :WI 部内 K 於 てヒ パの生立木に琵生 し たる Fomes tc 属す

る 一 極の菌草を採集 し て著者に車、奥さ れ たり然れ ども其の琵生せ る 個所の

材の j伏 態 不 明な り しを以て右菌草は如何なる腐朽 jf犬態を呈せる樹幹部 に 褒

生せる結貰躍なるや全 く 不明な り き然るに同年九月誌に翌年六月 著者 は問

)， .，; 管 内内 真 部 部 内 K 於ける ヒ パ純林内に於て生立木の樹幹 が溝 AA を な し て

腐 何せ る 部分 よ り 前主!!;し ?とる菌草の殻生ぜるものを多 く 採集 し 更 に同 年秋

悶 営林局管 内 扇 岡 部内長部樺図有林 に 於 て もヒパの生 立 木に 同ーの 病害 を

認 め且つ同 種の菌を多数に採集 し ヨたに宮城鯨臨構内のそ ミ の生立木に亦 同
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一菌翠を認め降りて昭和六年六月常揚長白樺博士も青森管内のヒパ林陀於

て同一菌輩を採集さ れ設に本菌は東北地方・に於てヒパ及びモミの生立木の

樹幹に寄生して其の材を腐朽せしめて溝腐病を護生ぜ L む ること確認する

を得たるを以て以下本菌に関する研究結果を記述せんと欲す白

木病筈の研究に嘗り貴重なる結質植を多数悪拠されたる常林業試験場長

林1肇博士白津保美氏誌に賞揚技師河田 i恭氏及賢地の調査に常り援助せられ

たる内良部皆林署長 中鉢凶郎氏.盟 国営林署長太 田寅次郎氏及扇 田 皆林署長

中尾勇氏立立に上記各皆林署員各位に謝意を表 L :;7( rc 菌の買 l践に助力したる

元助手深津隆一郎氏及 び助手温水竹則氏の務を謝す。

2. 被害の徴候

高íî ffi した るが如 く本菌の被害は秋 田 皆林局管内長 部樫図有林中にあ る ヒ

パ及青森管内 E盛岡.内良部雨部内のヒバ老齢林に被害大なるものにして大知l

部内にも被害あるがま口きも著者は米だ之れを宮査したることなし而して被

害部は樹幹の長車Ih {IC沿ひて隔贋〈長さ約 2 _, 3 ID. rc 達する長き陥浪部を生

じ此の部分は初めは樹皮にて蜜はる L を以て高き個所にある被害部は注意

せぎれば不明なる揚合多きも其の部分を側面より見るときは樹幹面が陥波

ぜることに依り明瞭に被害部なることを認むるを得而して被害が漸弐進む

に従ひて其の部の材が腐朽して離脱する頃に至れば其の周囲の形成居より

は旺盛なる新組織を形成するを以て古き被害部は樹幹の長山h l'C泊ひて長き

講 j伏の腐朽部を形成するものにして斯の如き被害部を有するヒパ生立木は

内良部及蟹間 借林署部内には多敢に之れを認め其部の横断面は凹字形叉は

i母臓形を呈す るもの多 し而して 腐朽材は 全館黄色又は汚黄色を呈し蹴2 断面

に現はれたる腐朽部は -把誌 の如き外 1闘を呈し其の縦断面に於ては細長き白

色の斑鮪が不鮮明に現はれ且不規則なる黒褐色の車!日線、の迷走するを見る腐

朽材は材質甚脆く柔軟繊維質と化しヒパ材特有の芳香も全く消失するもの

なり而して腐朽材の各部分に現出せる黒梢色鮮明なる線を検鏡するときは

黄色を呈する隔膜多敢なる菌綜が網の白紙に相錯綜して細胞内役填充する

を知る期のおl き菌締塊を有する部分よりは其の外側に向ひて禍色忙して厚

!炭の菌綿が無-~止に護生し各菌紙、の先端は無色の菌締となり仮導管内}亡護育
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するを認む而して菌綜は仮導管.柔膜細胞.髄棋の各部に護育し殊に髄線部の

細胞膜は之れが矯め溶解され其の部分には濃厚なる褐色物質の滞留するを

見る細胞内に殻育ずる菌綜は若きものは無色にして内容は透明にして隣接

細胞に護有する揚合は有縁孔に依るも叉直接に細胞膜を貫通するものにし

て此の揚合は菌綜の幅を縮小することなし。

細胞内に護育する若き無色の菌締は無昆理の偉にては検鏡困難なるも切

片を先づ 1% ノサフラニン水溶液にて染色し後過剰の色素を水洗し Eえにピ

クロアニリンブリウ(飽和ピクリン酸液 100 c・C . にアニリンプリウの飽和水溶

液 25 c・C・を混じたるもの)に染色して微に温め後之れを稀薄なるアルコーノレに

て脆色し漸決濃厚なるアルコールを 1日ひ後之れを捻鏡するときは菌綜は青

色に木質細胞は赤色に著色するを以て 完全に菌 ，綜の護育;lj}ç 態を検出するこ

とを 4号るものとす。

3. 結賓健の形態及率名

1879 年 Dr. B. H.A l~TIG 氏 (1) か POlyp01'USfUlt"us Scop なる名稿の下に研究を行ひた

るは正しく本菌にして氏は本菌は WeÍstanne(Abies pecti1叩tα)に設生するを通常と

するも株にはトウヒにも 寄 生すること及び腐朽材は外観的に汚黄色を呈 し

且之れを縦断せば多数の長き不鮮明な る 白色の斑鮎を現は し健全部と腐朽

部との境界には赤色の線及腐桁材中には寅黒色の綿を認め健全材は比重 O.

42 fL劃して腐桁材は 0.27 なること等主記述し且氏は其の菌草が果して P..fi←

lvus に該賞するものなるや否に開しては多少の疑問を抱き之れが決定 には

更に研究を要することを附記せり爾後本菌に劃しては右墜名が採用せれた

るも ALLESCHEl~ 氏は之れを全然新種と見倣して POlYP01"'ltS Hr.ω均ii All. なる新名稀

を奥へたり其の後HARTlG 氏は本菌はオリーヴの生立木に寄生して其の材 を

腐朽せ しむ ることを記越せり而して本邦に於ては大正六年豊子金助 氏 (2) は

北海遁地方に於て本菌に因るトドマツの被害に闘して調査を行ひ之れが護

生には人馬・illJJ 物・気象の害殊に風害 に因 る 樹幹の損傷部が其最大なる誘悶を

なすものなることを記せり。

以上記述し?とる外木菌に関する 病理墜上の記載に就きでは公表されたる

ものなく従て之れが生理的方面 の 研究亦 なき が如し市して青森地方に於 け
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るヒパ生立木の樹幹に琵生せる溝腐病菌の結賓館は遇常冠形又は馬蹄形を

なすも稀には柏扇平に5ftく褒育するものもあり上端は比較的細きも蛮生後

一雨年を経過するに従ひてヰ球形に膨大し年々其の下側部に新組織を形成

して連年生育するを以て共の表面には連年成長の跡を留めたる黒色)'J至補

色の愉居を現出する外多数の演さ溝を形成す若きものは毛を有し汚葉褐色

なるも老成せるものは黒褐色を呈し且縦横に不規則なる亀裂を有す質甚回

し菌甥は年数を経るに従ひ樹幹の接著せる側面が他の面よりも護達著 しく

速かなるを以て菌臨の縦断固は時三角形をなす、結質踏の内部は美麗なる葉

樹色を呈し新しき組織に-於ては年々の居を 認 むるも古き部分に於ては其の

境界始と消失 して 菌管は連続するを見る新組織は毎年六月 下旬乃 至七月上旬

頃に汚黄色をなして形成せらる菌管は甚〈長〈して共長きものは 18 !1) ， m . を

有し短きものも 8m ，m. 内外あり口は固形をなし小形忙し て直径98.0~112.0μ 内

外あり胞子の形態に就きでは不幸にして著者未だ之れを明にすることを能

はざりき而して菌艦の大さは甚しく不定にして形亦著〈異なるものありて

著者が昭和四年七月内員部閣有林及長部樺園有林に於て探 集 したる 結貰暗

に就き其の長さ (慣習長官f ) 及び隔を測定したるに共の結果次表の如 L。

者子 息E OEsa Z 回答林署長Na部ti機関a1 有林“ bezawa" Natioua1 For目est. 呑!iJ)f “ u内ch良in部lapJ法pe林n署N内at，良io部ua1固F有or林est. 
No. 長Length. cmさ! I Witlt幅h. Cn1. 

No. 、.Vidt帽h. CHl. Length cm. 

1 9.0 10.0 14 7.0 13・5

2 8.0 10.0 15 7.0 10.0 

3 8.5 10.5 16 11.0 12.5 

4 10.5 16.2 17 6.5 7.5 

6 9.6 10.6 18 6.5 6.5 

6 6.5 9.6 19 10.0 18.0 

7 7.0 7.0 20 9.5 9.7 

8 8.5 10.2 21 10.0 13.5 

9 6.7 5.5 22 17.0 14.5 

10 6.0 7.0 23 12.0 13.5 

11 4.0 5.5 24 9.0 9.5 

12 9.0 7.5 25 9.0 10.5 

13 6.8 4.7 26 9.2 12.0 
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上 表に示すが如く結賓躍の大さは 一定せぎるも菌鰭の項端が著 しく小く

して下 方に行 くに 従ひ会:に膨大する こ と及ひ其の下側面に して樹幹に接す

る 側は周縁に比して著 しく 蛮育大なるが如きは本菌の形態上見逃し 事.f~ き特

1散なりと認、む。

上記の如き形態を有する本菌は外観上針葉樹の生立木に護生する Fmnes igｭ

nictrius Fr. 1<: 酷似した る鈷あるもF. igniω・ÚG8 Fr. は樹幹に密著して容易に離脆 し

能はざるに比し本菌は極めて股離し易きことに由り 容易・に 雨者を判別する

ことを得而して北海道地方に於てトドマツの生立木に寄生 して 溝腐病を登

生ぜしむる Fomes Hal'tigii All . と栴する菌輩は其の外形著色立立 に内部の色潔等

に於て殆んど前 越 し fこる菌草と直別すること能はざる迄に酷似 した るを以

て昭和三年八月宮部博士に之れが異聞の鑑定を 仰 ぎたるに同四年四月に至り

同一種 と見て 差支えなき旨の回答を得該医青森地方に護生せるヒパ溝腐病

菌 は北海道地方に於てドドマツの溝腐病を護生せ し むる F071附 Hartigii A1J. 

と同ーなること明かとなれり市して本菌草の撃名 陀就きではー設には前記

し?とるが如きを至首とするもの及び他設に従えば Fomes 1'obust削 Karst. 1<: 該

常ずるものなりと主張せらる L が如 し 然るに 1928 年 ENGLER 氏の分類に従へ

ば F. 1長~1・tigii All . は F. 1'obustus Karst. の異名なるが如く且つ後者に釘しては

既 K 安田氏 (3) がそミサ Jレノコシカクなる名稿の下に共の形態上の記)1誌 の公

表 あ るを以て著者はヒパの樹幹に寄生せるものも同氏の命名に従ひ邦名を

そミサルノコシカナとし壊名を Fomes 1'obustus Karst. とぜんと欲す口

人工培養基上に護育 し *る菌締の若きものは無色なるも老成するときは

黄色乃至黄禍色叉は多数の隔膜を有し且つ分岐す而して靖子菌の菌訴に逝

常認め ら る L 控子臨 (Clurnp-connection)は之れを認め十老成せる菌訴の内容に

は各所に 頼粒 J伏をなせる部分あり幅は一定せ守 して 2.0-3.仰を算するものあ

るも通常 2.8μ 内外なりとす.空中菌綜には 厚膜胞子の形成を見るも第二女の

分生胞子の形成なく叉二本の菌綿が其の側方より枝を生じて融合 し I王字形

をなすも稀に之れを見るo

4. 菌総の-有する色素の反癒

本菌の菌締は若きときは無色なるも老成すると含は其の内容は黄色又は
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黄禍色 tて愛 化 す るを 以て 是等の色素が各種の試繋 に 法j し て如何な る 作用 あ

る や を宮殿する痛め充分に乾燥したる結貰鰻より各今 O.5g. の菌締を採 り 之

に 10c.c . づ ~ 17 ~主 の 試薬を加l へ 21 時開放置 し たる後に於て其の反 l穫を検 した

るに 其の結果次の如 し D

色素が各種試柴 に 劃する反肱

R.eacitoll of the colour pigments to the vUl'ious reagentョ.

試 重き の 積 類 反 盟主
Kiucl of reagents. Reaction. 

二硫 化炭素. ぺ YY - IL ， l、 ，ν オー IL 、 キ V ロー Jレ 1~.~ 色

食聡飽和若手波 、 エ ー テル 、 稀lií 'ì殴液 淡「グ ー ム」 色

一一

蒸1iIi水 、 波豊富酸液 淡ヰザ禍 「 グ リー ム J 色

ア ルヨー 1ν 、 7 Jt IL マ事 シ や ;!: 、 ..¥: J込 色

ア セト シ i炎 よ事 色

炭酸ïJf達飽和1波 、 ア ム 屯ニ ヤ 35μ 液 奨 Nn な る赤禍 色

ずf性加盟及苛性1E達の飽和液 iI41 厚な ろ7JJ~褐色

一一一一一

純硫酸 !.Iゆ~ 色

以上 の結果よ り 見るときは本菌菌綜の有・する色素は水と混和 し 能はざる

有機 性の溶媒には溶解せさるも水と混和 し 易き溶媒及び酸ア )l カ リ lては溶

解 し 易き性質を有するものなるが如く令て泊見.野島雨氏がアヅマタクの菌

訴 に 就き 行 ひたる結果と lil告ほ同ーなることを示せり。

5. 木菌 の 分離及純粋培養

昭和三 年 九 月内 員部営林署部内に於て得たる宜験材料 中 に て 菌草を護生

せ る 部分の材 の 内方・部 より其の腐朽材のー 小片 を 可 及 的書店 菌的に 醤 油寒天

堵養基上 に 置きて之れ を質験室内に置きたるに初め其の小 片 の周園よ り白

色の 菌紙、護生 L. ::;え に 菌綿は護育するに従ひ貰色又は黄禍 色 と饗化し 菌輩の

内部 を形成せる菌訴と著色及形態 上全く同ーなるものを得た り 又結賓館の
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も同ーなる菌綜下側面に新村宜居の形成ぜらる L 頃其の菌組織の一片より

を得?とるを 以て木菌締を衣の如き各種の回睦培養基に純粋培養 して共の護

育 iU， 態を観察せり市 し て此の培養宜験は昭和四年七月より九月に瓦り行ひ

たるものに して温度は宜験室 内に於け る自然気温に依れり。

醤池寒天培莞基 {主務浸仰液 150g響力b 50 稲荷糖1
\50gJlft天 35g水 800gを混和す j 

ー 菌締の護育最良好にして培養後 10 日内外にして斜面に大なる菌叢を形成

(a) 

し 接種鈷附:;Jîは徴褐色を呈す空中菌締は多量にして密に護生 し 若きものは

白色なるも熟するに従ひ徴黄褐色、濃黄褐色に錘化す菌叢の著色せる部分を

培養基の裏而より見るときは栗色を呈す 30 日内外を経るときは菌訴は倒伏

し>~~叢は褐色 と化し且多少の同心環紋を形成 し培養基は 汚戎禍色に饗化す。

要芽胞窓天増護基(品iLiAji主税苧寒天))
 

、
，l
 
(
 

菌紙の護育甚不良にして培養後 10 日内外を経るも菌叢甚小く且つ接種勤

の周囲に僅少にして偶色を呈す る初旬菌締を護生する に過ぎヂ其 の後時 日

を 経過するに従ひ菌締は基 中 深く護育 し且つ共 の部分の培養基は濃厚なる

黒禍色 1'( 費 化し昼中 菌締の護生を認めす'0

人 参煎 i'j- 寒天培養共 (人参 500g を水 500g 中に入れ一時間煮沸し別に 20 g') 
一一 \の 寒天を水 500 中 に溶解して雨者を?足利す j 

菌続の護育は醤油寒天に衣ぎて良好にして培養後 10 日内外にて柏々大なる

(c) 

箇叢を作 þ ~ ~þ 菌綿は多量にして接種賠附・近は初め徴黄色を呈するも 40 日

内 外を経るときは菌叢全躍は淡荻資問色と化し培養基の愛色を認め十・。

馬鈴薯怒天培養基 (宮芸美 2もた否認ORZl此民主主草川 |こ 20g))
 

]
 

{
 

(
 

菌訴の護育は科j 良好なるも空中菌締は甚しく倒伏し且つ初めの聞は醤油
、

寒天及び人参謀天等に見るが如く菌業部の慶色を認めで許して全臨白色なる

も 30 日内外を 怒るときは菌叢全髄が汚策柿色に嬰じ且つ菌叢の周固には濃

厚なる褐色の菌叢を 作るを 認、む。

玉萄泰粉寒天培養基 G詰 22 主 221弘治伝言子で 222 主 ii G)
菌綜の護育甚不良にして接 tm黙の周囲に僅少なる伺旬間綜を費生ぜ し め

(e) 

たるのみに し て培養後 50 日を経るも空中薗締は全然護育せやして只禍色を

呈する菌;M:を埼養基中深〈蛮生ぜしむる震め培養基は濃厚なる拐色を呈す

クR リセリン 1;崎天培養基 (おoLZhL?JJJJJ Y 寒天)

るを見る。

(f) 
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菌綜の護育は良好ならざるも 玉濁黍寒天、 委芽:fr.~ 9.主夫、プイ オン寒天 lて比 し

て和良好にして 接種烈i の 問固に微量なる白色の空 中国締 を蛮 生せ しむるを

見 る のみにして其の後空中 薗締の翠生すおこ とな く 従て菌叢は増大せさ・る

も ~i 叢附近の 培養基は築禍色を 呈 し其れ より還さ‘かるに従ひ褐色及黄禍色

と著色の程度漸弐淡 らき行く を 見る。

f ベイすユノ lOOOg .... 7. ,. ¥ 

(g) ブイオン寒天培養基 { :15g 食盟 5g 寒天均':)

菌綜の蛮育 は不良に して 培養後 10 日目 頃に至れば接担貼附近 に僅少なる

伺 勾菌訴を出すも空中菌綜を全く蛮生せしめ十其の後 50 日を経過する色菌

叢の増大 を認 め十。

(h) 葡萄糖カ1 1 寒天培養基 (5oJJjJに。!?-F おり
菌示品の護育 lま 和良好なるも空中菌締は短くして菌設 も 醤 泊 寒天及人 参寒

天 に比して少なく培養後 20 日内外を経るときは 接 fill 弘li 附 近は黄禍色を呈し

且つ此の部分には褐色を 呈 する 透 明なる水滴の 附 著するを 見る。

以上 8 種の 回臨培養悲 に於ては 哲 治寒天埼器及 び人 参寒天培養の二者が

護育最良にして最不良なるはプイオン寒天なりとす而してグリ セリ ンをカ1 1

入 し たる培養基が菌設の護育 に伴ひ其の同 国 が黒制色に愛化するは菌締よ

り分泌せらる L 酵素 により グ リセリ ンが酸化せらる\. t'C悶ろものなるべ Lo

告. 本菌 tこ依り溶解せらる B 木質細胞内の成分

モミサ Jレ ノコ シカタに因るヒパ材の腐朽材は茜柔軟と 化する色 彼のカイ

メンタク CPolyportts schweinitzii Fr.) に因るカ ラ マツの心材叉はワタグサレタ

ク CPoriα vapo1・αげαPers・)に悶るスギ電柱等の如きもの L 腐朽材の 乾燥せるも

のは指聞に於て 容易に粉砕せらる L が如く 其の l商朽欣態著 しく 異Î'd..るは腐・

朽菌に依り主として溶解せら る L 木質細胞 l践の各成分 の 異なるに基因する

ものなるを以てモミサ Jレノ コシカクは リ グニン及び繊維素雨成分中の何れ

を多量に溶解するものなる やを検せ む錦 め健全及 び腐朽雨材に就き額微鏡

下に於ける雨成分の 反 l臨及び雨材の定畳分析故に単寧酸をカn 入 し た る培養

基 tc.依る 培養等に就き質験を行ひたり口

(a) 雨成分の反臆

本質験 に於 ては リ グニンの検定 にはフロロ クe ル シン及盟酸を用ひ繊維素
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に釣しては沃度液と沃度 1)11 旦 i夜と混合したるも lの及弧硫酸を川ひ?とろもの

にして是等の雨試薬は各成分に劃して甚鋭敏に作用し材の横断面に現はる

る第一Il英居 乃亙第三眠居 の震化を明|僚に視察 し得 るものとす口

(イ j織維素の試験

本質験に於てはき%の沃度 i夜及1.3% の沃度加l 里 液を混合ぜるものに切Jj­

を 浸 C :;た l亡濃硫酸係世硫酸 2 及水 1 の筈JI 合 i亡混合せるもの)を注加 するときは

健全材の和11 胞膜 rl~ セルローズに富む tfç 三股居は直(c紘色ぞ呈して著しく膨

脹を*"とし J火材部に於ける細胞の如きは其 の 内陀部は之れが病めに全く充

塞さるるを見る 而して 腐何材 iζ 於て亦殆ど同一程度に慶色膨脹して額微鏡

下に於け る蜜化の欣態に於ては健腐雨材問 iて是等開成分の多少を区別する

こと能は守口

(ロ)リグニン試除

本質践に於てはアロログ Jレシン 2々万 i夜を m ひて切片を浸しヨたに 10% の i臨

酸を注力11 するときは健康材細胞膜中リグニン l亡宮む第一膜 Jjif は赤色と化し

第二股陪は淡桃色に若色するに釘して腐桁材の各膜!否の費色科.度は健康材

と殆んど其の差を認めざる迄に境色を来せり。

fJ前fJÍ i 池し 7た己るが如き話頴R 徴鏡下 lに亡於ける織対紺維!;素及びリクグR ニン』にcm岱釘うヨI するミ若著空写二色反

l臨鹿は敢同反 f復瓦したるも常に同一 iに乙して其の宜 j験段結果より見るときは腐朽材

中 lにセ於ける織却却紘!~素 及ひび.リクグP エンの丑は切}凡;，の試英 tκ亡封する著色反 l臨窟の程度

』に亡於ては其の差別を認むること能はすやてτt

(例b川)サ)健 E庇長材及腐朽材の分析

本菌 K 肉る被害木の樹幹より腐朽材及び健康材に就き前記雨成分の合有

査に就き首揚技師社行雄氏の行はれたる定量分析の結果はさ穴の如し而して

本質 l強に使川したる腐朽材と栴するは前記著色試験にJnひたるものと同一

個所より採集ーしたるものにして腐朽が極度 lと進みたるものにはあらざるな

り。

下記の分析試験の結果に よりリグニン及び繊維素の量を翻るに雨成分共

に著しき減少左来さぎるもリク'ニンはセ jレ ローズに比して多量に減少せる

ことは明かなることにしてがi 記し?と る著色反憾に於て是等雨成分の反膳共

に顕著なりしは下記の分析結果より推定し得ることなりとすD
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健全材及腐朽材分析

Analysis of sound and rotten wood. 

乾物 i 二 割す る
材 の llJt 官~品川

呑 披
水 う子 Dry matter. 仁ヲ6)

結文 都E 菜 官!7・ユ y
State of wood. N o. :M:oisture. C%) Cellulose. Lignine 

I 14.74 50.63 31.80 
健 E長 材

II 14.81 51.02 32.10 
Sound wood. 

平均 14.78 50.83 31.95 
Average. 

I 14.69 47.71 23.15 
腐 朽 材

II 14.76 48.27 23.42 
Rotten wood. 

卒均 14.73 47.99 24.29 
Average. 

(c) 酸化酵素の反臆

Dr. W. BAVEND.AMM 氏は寒天の扇子培養に於て木材腐朽菌を培養 し菌綿より

分泌せらる L 酸化酵素の作用に依 P 培養基 中に形成せらる L 黒褐色の酸化

替の形成如何によりて繊維素分解菌及びリグニン分解菌 とを匝別し得ると

稿する興味ある論文を護表せり卸ちナ ミダタク(11昨rulitts 1，αcrymα附)及び牛ドタ

ク ( Goniop71Orα Ce1・ebellα) の如き 繊維素分解菌は酸化帯を形成せざるもムラサキ

ウロコダク(説ereum purpttr判例)及マツノネクチタク (Fomes αnnosus) の如きリグ

ニン分解菌は酸化帯を形成する ことを報告 し且氏は本質験に於て合計 8 極

の試薬を用ひたるも結局皐寧酸及浸食子酸 0.5% の ものが最良好なることを

記述ぜり本邦陀於ては逸見、平山、野島の 諸氏はオホシ ロサ Jレノコシカクに就

き前記の事買に閲する研究報告を護表せり而して之れより先米園に於ては

CLINTON 氏は栗の胴枯病菌(Bηdothiαp抑制iticα)の培養に於て箪寧酸を カ11 へ?とると

きは菌叢の周固に酸化されたる 境界線を生十、ることを認 め著者亦大正十四

年柿躍を使用して木材腐朽菌を培養し?とるとき及栗胴枯病菌の培養 に於て

も同一事宜を認め?とることあり而して B.AVENDAlI山氏の 方法に従ひ著者の毛ミ

サルノコシカク菌の酸化酵素の試!敢に於 ては メルク の阜寧酸を用ひ比較の

矯め繊維素分解菌たる ワ タグサ V タケ (Po1'iα 切apω。俳句)及び リ グニ ン分解菌

?とるマツノカタハタク (1子α，meies pi況のを併用して比較封照ぜり。

三た表 中 数字は菌業の直径を示、 し無色と は菌綜の護育を 見るも培養基の費
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骨 色を*さざることを意味し而して円タ グサレタクは護育迅速 にして強定の

日数内に菌設はペトリー氏皿の 全面を覆ふに至るも他の二訟は護育極めて

緩慢なるを以て菌業主測定する迄に至らざるが故 iと+の符合にて菌綿の蛮

育したることを示し其の符合の多きは護育の良好なることを示したるもの

な IJ 1，訂本質験に用ひたる 培養基は KEPLER 氏の萎芽エキス 25 g. LIEBIG 氏の肉

エキス 15 g・寒天 15 g. 7K 1000 g・を混和したるものなり口

単寧酸の各種濃度に劃する酸化酵素の影響

Effect of the val'ious concelltl'ation of tannic acid to tbe oxidizing ferments. 

官習の種類 1 

Kinds of 

fungi. 

ワ'" ?l"サ ν
担ケ

Pori.α 
vaporanα. 

""y ノカ)，;<
ノ、タケ

Trα.meles 

P'?1t. 

毛ミサ Jレノ

ヨ V カケ

Fom白

7・obuslus.

替抗

(The+sign indicates the fW1gUS growも，h and its¥ 
¥number means the gra�s of hyphal growth. ) 

第一試験 Exp巴rin~ent r. 

淡 皮 C%) Conceut四.tion.

o (無添加〉 0.25 0.5 Control. 1 

No.Dte直ira.回m径me-・ I Cofc 口 開 | 戸 |Diame- 色 Diame- 色 Diam←色
Colour. t泡 Co lour. Ìe;~:，:. 1 Colour・ ;"~~::. I Colour. 

r.町1.m・ 1'.m.m.1 jter.π'.m ・

無色 銀.No 色 銀No色 無色
I 85.5 No 82.0 83.1 74.3 No 

colour. colour. colour. 口υlour.

II 58.6 l' 82.0 fI fI 75.0 fI 

III 1/ 76.8 /1 85.0 " 75.0 1/ 

無色 徴L黒i褐色 黒D褐ark色 i農Dd黒ae褐rekp 色
No ~ht 

++ I + colour. + dark 十
brown. 

brown. bro、v口.

徴Ld黒iag褐rhkt 色 黒禍 色

n I! 11 + 
十+ Dark 

+ 十
brown. brown. 

黒D褐ark色
III + fI + 1/ + brown. ++  I! 

無色 十+ li，農D黒dae手re話kp 色 i良Dd黒ae褐rekp 色
工 ++ No ++Ddearek p A ++ 

colour. 
brown. browo. brown. 

II ++ 11 ++ 11 十+ fI I! 

III ++  11 ++ 11 ++ fI ++ λr 

‘2 

Diame- 色
ter.rn.m・ Colour. 

無色
45.0 No 

colour 

43.7 fI 

42.9 " 

+ 
徴L黒diag褐rhkt 色
brown. 

+ 
黒D字a音rk色
broWl1. 

徴L黒daig褐rhkt 色
ート brown. 

+ 
EED褐ark色
brown. 

+ If 

+ fヲ
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第二試験 Experiment II. 

Ü!~ 皮仁?の Concentratiol1 .

首の額実質 番披 o (無添加コ 0.25 0.5 民2Kind弓 of

No.DteI直ira.1m3径1.me-.||| 品口 直径 1 品口 ?T直ih!r庄ra阻.，凹凹昨吋n径←「2nEn】勾:1 Cふ品E 

f在 fEE
fungi. Diame- Diame 色

lco10UX I te Cdom e1colonx|ぃ
r.m.m・ r.Jn.m. 

~色 jiEEJn 色 銀色 無No色 ~色
!7 ~誌~..サ v I 83.7 No 85.3 85.5 No 74.5 52.0 No 
タナ colon1'. co10¥]r. co10¥]1'. 。010\] 1'. coloul'. 

Poriα 11 84.9 f! 85.4 11 84.9 f! 76.7 f! 52.0 11 

uαporαna 

III f! 85.3 f! 84.7 f! 76.4 ノγ 50.5 f! 

『ツ / j] ))界
銀色 徴Ld黒iag褐rhkt 色 黒褐色 淡Dd黒me褐e-kp 色 徴Ld黒aigr褐hkt 色

ノ、 担ケ
I + No イド + Dark ++ + 

co10ur. 
b1'oWI1. 

b1'o¥l'l1. 
b1'owl1. broWI1. 

宝5・ametes

11 + f! + f! 十 f! 十十 f! + 1/ 

pmt. 
IU + ノツ + f! f! 十ト f! + " 

銀色 淡Dd黒ae縞rekp 色 淡黒宇i号色 淡黒禍色
黒紛色

屯ミサルノ
I ++ No .+ + 十十 Ddaerek p ++ Ddaerek p ト Da1'k 

コ V カケ
co10ur. brO¥l'I1. 

b1'own. broWI1. b了own.
F'mηes 

II ++ " ++ " 十+ '1 ++ f! 一+ " 
ァobusれ臼.

rII 十十 /γ 十+ f! 十+ f! ++ f! + 11 

第三試験 Epxeriment UI. 

淡 皮(ヲ6) Concentration. 

首の極主耳 書Hi~ O( 告書添加〉 0.5 0.5 1 2 
Coni1'ol. 

Kinds of No. 

?J直iLamm径em-・ 1 Co品b lr r直ra町.，ロme昨吋n径n凹叶叶守ne←ぺj什1 CふA r 
?直ianl径e-l|c心A D直iarr径ie-|l 品口fllngi. Dia凹ト

t Colour-te~~:，~] Colour. er.m er.m.m・ l"m.m・

$.l~色 無No色 無色 11!t色 無No色
!7~~‘守 v I 76.9 No 77.0 76.5 No 65.5 No 49.0 
事ケ co10ur. colollr. colou1'. co10u1'. coloUl'. 

Poriα II 76.9 I! 76.2 I! 76.5 f' 69.0 1
' 49.1 I! 

匂αp町田もa.

11] I! 76.S 11 76.8 I! 69.0 1/ 50.0 1/ 

銀色 徴Ld黒aigr補kht 色 黒D柿a1'k色 黒D褐a1'k色 黒D繍a1'k色
マ 9/ カ担 I 十 No. + ++ 十 + 

co10nr. brown. brown. b1'own. 
ノ、タケ h1'oWI1. 

徴L製digM補hKt 色 徴Ld黒iag縞lh-kt 色宜干αmetes II + I! + + ++ + 1/ 十

ptm .. 
b1'own. brown. 

III + 1/ + + 十+ /1 /1 + 1/ 

モ次頁に続く〕
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(Continued) 

関の穏類 番易E o c無添 IJI1) 0.25 0.5 1 2 ~ Contr(Jl 
Kinds of No. 

pJ直mr-m絞em-・ \ CふA lr pLL直lEa・mm経me-・1ll cbhA ur fungi 13iame-(Jolour. Di"me- 色 Dillme司 良
ColoUl'. ~;:I~J Colour. 

rer'm:UI・ ter.m.m・ er・ 111.01 '

1il~ 色 i段DdTa4er偶ekp 色 i袋築制色 iJ.t!~;~~補色 徴L黒ditgぽ初hitt 色モミサル ノ Deep IE Deep 
ヨ v カケ I 15.0 No ++ ++ dar ++ da 4 

colour. 
brown. browl1. brown. orowl1. 

Forn白

1I 14.8 11 ++ fI ++ 11 +十
l' 

十 1/ 

Tobustus. 
III 勾 11 

++1 
'/ ++ 11 + 11 

上記し たる試験結果に操れば例外なく繊維素分解菌なるワタクーサ U タケ

は車率直更をカJI ふると否と閲ぜや菌叢の護育に伴ひ埼養基の鑓色を米さぎる

に主J してリ グニン分解菌なるマツノカタハタクは 1n1i添 加 の培養基は嬰色せ

さ"る も 阜寧般を 0.25 %を布するものは僅に慶色現象を認め 1 9'6 内外の濃度

に於 て其 の 作用 甚 し きを認めたり市して毛ミサ Jレノコシカク に 於 て は無添

加l の培養基が慶色せざることは古íj の揚合と同ーなるも阜寧酸を 0.25-0.50%

力11 えたるものは其の鐙色甚しくして濃厚なる黒糾色を呈 し 1 %のもの之れ

に -:)，く ぎ其 の 襲色の程度ばマツノカタハタクに比して甚頴著なるを認めたり。

以 上記述 し たるが如き三様の質験成績を綜合するに顕微鏡化・撃の方法に

撮る 雨成分の著色試験に於ては 繊維素及リグニン雨成分の差 は 認め難きも

世IJB腐雨材の 定量分析の結果は明かにリクn ニンの減少大なる こと を示すのみ

ならすコ培養試験の成読に掠り本菌は明確に 酸化酵素を分泌す る 作用あるこ

と等よ り 判定するときは毛ミサ Jレノコシカクは リ グニ ン分解菌に 属するも

の と 言芯 むるものなり口

7. 本菌のを愛育に及ぼす温度の影響

醤 油 寒 天培養去与を用ひ著者の考案せる直径 8cm. の扇子底を 有 する培養位

に依り定温器内 に 於 て所定の温度にて 18 日間培養 し て之よ り 護生 し *れる

菌叢の 直径を測定して其の大小により護育の良否を判定 し たるものなり而

し て 表中 菌叢の直径の 車位は m.m. を用ひ十の符合 は 僅に琵育 し たることを

示 し O は全然菌訴の褒育せざりしことを意味するものな り 口
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第一回試験 First experiment (Diam侃r of Colony rn ・m.)

番 告E
im 度〈採氏) Temperalure (Centigrade) 

No 
100 ]5。 200 250 32。 37。

I 。 9.0 19.0 32.0 6].0 41.:1 9.0 

JI 。 9.0 19.0 32.0 co.o 40.0 8.1 

III 。 9.0 16.8 32.0 60.0 40.0 8.0 

司王 均 。 9.0 18.26 32.0 60.33 40.43 8.33 
Average. 

第二回試験 Second ex:perimellt ( 11 

呑 盟主 m 皮く錆氏) Temperature (Centigrade) 

No. 10。 1 5。 20。 25。 32。 37。

工 。 9.0 18.5 30.9 61.0 40.1 9.2 

II 。 8.5 19.8 31.0 59.5 40.4 7.7 

III 。 9.0 19.0 29.2 60.5 41.0 7.9 

卒 均 。 8.36 19.10 30.36 60.33 40.5 3.26 
Average. 

第三回試験 Third experime凶( 11 >

番 車主
i昆 皮ひ花氏) Temperature (Centigrade) 

No. 100 150 200 25。 32。 37。

I 。 8.0 16.5 30.6 61.0 41.0 9.1 

11 。 8.1 18.5 30.5 59.0 40.9 8.9 

III 。 9.0 20.0 60.0 41.2 9.0 

卒 均 。 8.36 18.33 30.55 60.0 41.03 9.00 
Average. 

以上三固に亙る質験結果の綿平均を算出し各温度に於ける護育欣態を圃

示す れば失の如し口

gp ち本菌は時氏 3 - 5 度 内外 の低温に於ては全然護育すること能はざる

も 10-15度となるに従ひ漸次護育良好となり 25 - 32 度の時護育最旺盛とな

り夫れ以上の温度に於ては護育次第に衰へ 37度に於ては甚しく綾漫となる

を認めたり 而して 本菌が 25 度内外に 於 て護育最良好なることは結賓櫨の新

組織が毎年 6-7 月の 候に認めらる L こと L 大胞に於て 一致す るものと云ふ

~ Lo 



� 7マ生立木の瀞腐病に闘する研:究 55 

菌訴の護育に及す温度の影響

Effect of temperature on the mycelial gro~ぬ.

70 

. 
60 

50 

菌 40
。

炉時3 叢
河D D H ロ. 口 / 

亘
桂30

日 すも
ヨ

) 20 

¥ 
一

¥ 

/ 
10 / 
以/

0 
，] -δ . 10 “ Iδ • ZO. 2δ3之. 37" 

温度(場正)

Temperature (Centigrade) 

8. 本菌の他種針葉樹に封す る 腐朽力

林地に於ける自然の!{犬態に於ては本菌はヒパ.ト ド ? ツ の生立木の材 を 最

甚しく腐朽せしむ るものにして毛ミ之れに火 ~f スギ及ヱゾ マツ 等ー には 全 く

其の琵生を認めざる も是等の材が用材と し て腐朽 し 易き 揚所に使用され た

る揚合是等の材に 封 し て如何なる程度の腐朽を護生せ しむるもの な るや 叉

は被害木が用材 と し て使用されたるとき其の腐朽は稽総す るも のなる やの

問題は頗る 重要な る こ となりとす而して用材の腐朽 し 易 き 揚所の放態と全

く同ーなる僚件の下 に試験するは甚 し 〈困難なるも之れに近 き環境の下に

如何なる 腐朽力 を示すかに就き茸験したり印ちスギ. 毛 ミ、ト γ マツ、ヒパの

如き各材の心材部の完全なる個所より這柾を有する試験材 を 2 x 1 x 6 イ ン

チに木取り之れを 各樹極より六個宛取り之れを絶乾7Ik 態と して其の 重量を

測定し別に三角フ ラスコにプナ材の鋸屑 25 g・を容れ更に 70c c. 内外の 殺菌

蒸溜水を加えたるも のに 前 記の試験材を容れて消毒後別に醤 油寒天培養基
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に培養し置きたる本菌の rti 紙、を寒天と共陀切り取りて試験材及プナ銑屑上

IL 接種 し昭和四 年 十 一 月十 八日之 れ を掃氏 25 度の定調器内に容れ置き昭和

六年五月十八 日卸 ら十 八 箇 月目に取り出し て其の材の表面に護育 し たる菌

綜を l徐き再 び之れを 絶 ~[Ý; と して其の 重量を 測定 し 試験 fJíj 後 の量 重の差を 求

め之れよ り重量の減少至容を 山 して其のき容の大小を以て腐何程度を示せり共

の宜験成韻次表の如 L o

本菌に)liJする各極針葉樹の耐朽試験

Durability test of some cOllif巴1・s wood to this fungus. 

材の種類
番披気Aw乾eili--g重dhrt量y - 総Owv乾eeing-hd重tr-y 量 I 減Decre出e少. 平均減少率

世t 考
Kind of 

No. 試Be験fo 前 |試験刷|試験後| 重量 I 寧 Average 
Rem田・1'5.wood. fore I Before I After i Weﾎ!rht. IPer cent. D己crea5etest(日・ ) I test.(g.) I testヤλ l! LV(eRi.p)13t 仁%) (%) 

1 3.67 3.22 2.61 0.61 18.944 

。“ 4.59 3.99 3.50 0.49 12.280 
ス ギ

3 4.69 4.12 3.56 0.56 13.592 
14.9119 

Cトyptomeriα 4 4.80 4.19 3.64 0.55 13.120 
JαDpoo mn . eα 

5 4.44 3.85 15.584 

6 4.80 4.19 3.1i2 I 0.67 15.990 

7 6.11 5.20 4.45 0.75 14.42:3 

8 4.90 4.24 3.:n 1.03 24.292 
宅 、、

9 5.01 4.38 3.29 1.09 24.885 
22.922 

Abies {iJ明α 10 4.81 4.20 3.29 0.91 21.666 

S. et Z. 
11 4.76 4.15 3.0:3 1.12 26.987 

12 5.13 4.47 3.34 1.13 25.279 

1::: 4.38 3.84 2.26 1.58 41.145 

14 4.78 4.18 2.3:3 1.85 44.258 
トドマ ;:l

]5 4.48 3.93 2.22 1.71 43.511 
42.423 

Abies saC・ 16 4.80 
hα，.inen.sis 

4.20 2.41 1.79 4;].619 

Mast. 
17 4.31 3.�8 2.01 1.77 46.825 

18. 4.06 4.09 2.61 1.48 36.185 

くラた頁に篠 o
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( Cont匤ued) 

, . ・ _._~ー_.ーォ・

総Owv乾eeniz-dh重zt-y. 量 \ 減Decrρ招e少. 

Before I After I '.vei!!ht.1 Percent. 試験炉問重量|格
(g.)1 te説(日 test(g・)可W(egig.)ht <%>

19 4.86 4.24 2.m 1.33 31.367 
他1重菌~iJ~ 入

20 4.80 4.18 2.57 1.61 38.516 
の llt め 22"，， 24

ヱゾ-.q'~

21 5.17 4.48 3.31 1.17 26.116 EJEの成績は全
31.999 

〈不明に書きれ
PiceaF吋is:cmh-- 22 4.82 4.21 
ellS1S 

。“。。 5.10 4.45 

24 4.87 

25 5.36 4.71 試験材の頂端
に接係しれる

26 5.CO 4.88 菌統は全くま査
じ l~ 育ぜずしてプ

27 5.68 4.99 ナの鋸I百 l 二 銭=
F重し 1: るもの

TtlohluaJbOrIaNt~a b 28 5.42 4.78 
一

のみ滋育し日
鋸尉 ~I' にあり

S. et Z. 29 5.57 4.90 7こる部分のみ
I(i，~桁大なるも

30 5.52 4.85 他穏材との比
較困難なり

以上の結果より各材を比較釘Jf託するときは最腐朽し易きはトドマツにし

て腐朽の属め質 IC .f~ % 以上の重量の減少を米たしそミ材亦相常腐朽を来せ

り而して自然界に於ては其の被害なしと稿するエゾマツ材も腐朽梢々茜し

くスギ材亦腐桁を来したるが如き結果より視るときは本菌が林地より材に

附著して建築物其の他の川材に移轄したるとき泊 'JZ なる滋筑を受 くる場合

はトドマツは勿論上記の如き材も腐朽を来すものなると共に生立木時代に

侵入せる本菌の菌腕亦護育するものなることは本質験の結果より大臨に於

て窺知し得らる L ことにして上記の事賓は材の利用上重要なることなりと

す而して本質 l践に於て故興味あることはヒパ材に釘する接種試験の結果な

りとす元米自然の i伏 f患に於ては本菌はヒパ材を著しく腐朽せしむるものな

るも富段的に三角フラスコ内に於ては其の試験材の]頁端及び底部のプナ鋸

TR の部に 本菌綜を接種するときは材の頂端に接屈 したるものは他の多くの

木材腐朽菌の如く菌訴は全く護育せ歩従ってヒパ材の大部分は腐朽を来さ

ざるもプナの鋸屑中に挿入されたる部分は鋸屑に蔓延したる 号ミ サ Jレノコ

シカク菌綜の í~ め自然界 I乙於防るものと同ーなる批態に腐朽ぜるを認めた
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り而して著者は林業試験報告第 30 拐に於て護表 したるが如くヒパ材中には

木材腐朽菌に封して極 め て有毒なる フエノール性分を含有 するを 以て試験

材 の頂端 に 接種 され たる本菌の菌締は其の有毒性分の矯め護育すること能

はさf るもプナ鋸屑に接鹿されたる菌訴は先づプナ鋸屑 中に 著 しく蔓延し漸

衣其の 中に 挿入されたるヒバ材に接するに至る然るに前詑したるが如 く 本

菌は リ グニン溶解菌にして其の菌綜より酸化酵素を分泌 し 其の作用は 同じ

くリ グ ニン溶解菌なる?ツ ノ カハタクに比 し て甚 しく 強烈なるを以てプナ

鋸屑を皆養と し て護育 し 来れる旺盛なる菌訴は其の酸化酵素の作用に図 り

てヒパ材中に含有せらるフエノー Jレ性分を酸化 して有毒性を失はしむるが

故に教にヒバの腐朽を*さしむ るものな りと思考す.而して生立木の傷痕部

より本菌が侵入する亦同一理由に由るものにして傷捜部は 空 中酸素にて先

すフエノー Jレ性分の有意性を失ひ次ひで本菌の寄生を受け漸衣前記したる

が如きことに悶りて材の腐朽を来さしむるも のな り。

9. 本菌 害に封する庭置

本病害に劃しては 、適常なる防除の方法なきも被害樹を其の億放任すると

きは腐朽は漸失誠大して材の利用上大なる 損失を来すものなれば被害樹は

成るべ〈早〈伐倒して利用するを可とす叉之れが被害材の利用に営りては

腐朽部は充分に除去せざ れ ば使用後共の揚所の欣態如何に悶りては菌綜は

再び護育して材の腐朽を来すものなり又結賓館よりは 年々無数の胞子蛮散

して停播し行く ものなれば可及的之れを除去するを可とす而して結賓躍は

甚 しく 離脱 し 易すきものなれば護見女第之れを除去するを最有数なりとす。

10 . 摘要

(1)従来青森地方 のヒパ林の生立木には其の樹幹の長自IJ'乞従ひ大なる溝枇

をなす腐朽部を 生やる病害りしが著者の研究に尚り昭和三年八月賞揚技師

刑問恭氏が青森牒下北郡大知l 固有林のヒ パ生立木に於 て採集された る一種

の硬質菌が本病害の病原をな すこと 明かと なれり 。

(2) 本菌輩は邦名を モ ミサ Jレノコシカクと云lひ墜名を F伽es robusttGs Karsも・と

稿し内地に於てはヒパの外毛ミの生立木にも寄生しスギには全然其の被害
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なし市して北海道方面に於てはトドマツに被害大な り と稿せらる。

(3) 本菌の結賢髄は冠形叉は馬蹄形をなすを通常とするも稀には屑王子 に近

きものあり上部は狭きも下端は著しく膨大し表面には連年成長の跡を留む

る黒色叉は黒褐色の輪居を有す老成せるものの表面には縦横の亀裂を生じ

質茜竪く内部は美麗なる策褐色を呈し樹幹より離脆し易き性質あり。

(4) 腐朽材及び健康材の顛微鏡化製法及定量分析設に寧寧酸加 f日 の培養試

験の結果本菌は木質細胞成分中の主として「リグニン」を溶解する菌即ち FALCK

氏の Korrosionsplil:e Il:属するものなること明なり。

(5)本菌を JL 極の異なる 田植培養基に培養して其の護育を検 し?とるに醤油

寒天及人参寒天が最護育良好なることを認めたり。

(6) 本菌は崎氏 10 --15 度内外より護育漸弐良好となり 25 --32 度前後のとき

護育最良好にして 37 度に達するときは護育微弱と友る。

(7) ヒパ材 ~1:1 の揮珪油中に含有せらる.1. Phenol 性分は木材腐桁菌に劃して

極めて有毒なるにも係らやヒパ材が本菌の認め甚し〈腐朽を来 す は本菌の

菌締よりは酸化酵素の分秘、甚しきに由り Phenol は共の酸化を受け之れが有

毒性を失なふが矯めなるべし。(昭和j 六年六月二十四日〉

11.附圃説明

第 I 園版

1. ヒパ生立木の有する古き被害部

2. 腐朽材の縦断面に認めらる L 黒線

3. 同黒線部の横断面(x 160). 4 同(x 5GO) 

5. 被害甚 し き樹幹の横断面

第 II 困版

1. 結賓館設生の )1国序 2. 結貰躍の正面 3. 同開面

第 III 固版

1. 各種木材腐何菌締の護育に因る車率酸カ11m 培養基の i状態に して向 って

左端はワタクa サレタタ中央はマツノカタハタク右端はそミサ Jレノコシ

カクなり市して乱は無添加. b は 0.25%、 c は 05%. d は 1 タム e 1';t 2% なり。

2. 醤油寒天局平培養基に護育せる菌統(同心環紋を作る)
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3. 悩朽材中に蔓延せる本菌の菌耕作 84.0)

4. 埼護基上に形成されたる厚 l民胞子(x 840) 

5 培養基に殻生ずる各種(') ftÎ 来事型(x 840) 
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Studies on the “ Mizogusar・e-byo" 01 Living “ Hiba" 

( TlmJψsis dolCi山叫αS. et Z.) Caused by Fomes r'ob山tus Karst. (Ré柑rnè)

By 

KIMIZO KITAJIMA 

TVith plates I-III. 

This paper deals with the results of my studies on Fornes 1'Obttstus Karst. 

which has proved to be associated with “ Mizogusare-byo" on the trunk of living 

“ Hiba" (Tli町iopsis dolc山y伽 S. et Z.), growing in Aomori prefecture. 

The “ Hiba" has been considered as a tree remarkably free from all woodｭ

inhabiting fungi on account of its high durability. Though it is" unable to estimate 

exact1y the loss Sll任ering from this disease, considerable damages must be caus巴d

by this fungus every year. 

1n September of 1925 , the writer has caIled attention to the fact ofthe serious 

damag� on the trunk of living “ Hiba" tree, producing thc rotten-tissue of the 

wood along the longitudinal axis of the trunk. A丘é carefuIl morphological invesｭ

tigations on th色 合uiting' bodies and also the study on the Iiteratures relating to 

the fungus, the writer has recognized that this damage in quetion is caused by thc 

above mentioned fungus and it must be treated as the name Fomes 1'ObuSt1ωKarst. 

Dr. A. Y ASUDA has already published the brief notes on this fungus in japanease 

unde1' the name of “ Momi-sarun.o-koshikake 勺 but on its pathogenetic relatiOl1 to 

concerning of living “ Hiba" has not been reported yet. 
So far as the writer is aware, the pres己nt fungus appears to be parasit ic 仁om-

1110nly 011 the trunk of the " Hiba け in Aomori prefecture and on the trunk of 

“ Todo-matsu " (Abies sachαバ況倒的 S. et Z.) in Hokkaido. 
The causal fungus may easily be isolated by transferring a piece of the fungus 

tissue or of the rotten wood on soya-agar medium directly. 1n order to compare 

the growing habits of this fungus, lline different kinds of agar culture media were 

used and among th巴m the soya-agar and carrot-agar showed the most favollrable 

results withollt exception. 

The in日u巴nce of the temperature to the mycelial growth was studied by the 

method of plate culture with Petri dishes containing soya-aga1' at various temp巴ra­

tures. After transferred with a bit of myceliu11l 011 the agar plates, they were kept 

for 16 days in the thermostat which was regulated by electricity for desired temｭ

perature, and then the diamete1' of each colony was measured. 1t may safely be 

inferred that the optimum temperature fo1' the growth of mycelium of this fungus 
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lise between 2S C.-32C., and its minimum ancl maximum temperature are found 

nearly at 6-7C. and 37C. respectively. 

From the results of my microchemical staining exp eriments, culture test on 

malt extract agar containing various concentration of tannic acid) and Mr・. Y. TSUJIs' 

quantitative analysis of sound and rotten wood, it may be conc1uded that the 

present fungus should be classified to the group of lignin-dissolving fungi. 

From my previous experiments, the writer has recognized that the phenolic 

substance which is contained in the essential oil of “ Hiba " wood is very toxic to 

the ordinary wood-destroying fungi. On the contrary, it is interesting fact that 

thと living trunk of 臼 Hiba" is verγsusceptible to this fungus and the wood is 

destroyed seriously in this case. The rでason may probably be attributed to the 

destruction of antiseptic property of phenolic substance by the action of oxiclizing 

ferments secreted from the myce1ium of this fungus. 

EXPLANATION OF PLA'TES. 

The microscopical drawings 官 ere done by the aid of a camera lucida. 

Plate r. 
r. Attacked tree show ing the old lesion on the trunk of li ving “ IIiba". 
2. Black zone found on the longitudinal section of rotten wood. 
3. Ditto. (x 160.) 4. Ditto. ( X S60・)

5. Cross section cf living “ Hiba" trunk seri0111y decayed by the cal1sal fungus. 
Plate II. 

J. Development of the fruiting body. 2“ Front appear出lce of matl1red fungus. 
3. Ditto. Side appearance. 

Plate III. 
1. Showing the eJfect of oxidizing ferments secreted from the myceliul11 �f wood-destroying fungi 

to the variol1s cODcentration of tannic acid; the left is P01匂 叩.p01 αバα Pers.; the middle 1干田n~tes

pini Fr.; tbe right Forn白 robustus Karst.; a b c d e denote control 0，宮5 % 0,5% 1% 2% res句
pectively. 

2. Concentric zo且e produced on the plate cultl1re of soya agar. 
3. Photomicrograph of the hyphae in the tissue of attacked wood. (x 84口)
4 ・ Chlamydospores produced on soya agar culture. C x 840) 
5. Various types of myceliul11 produced on soya-agar. (x 840) 
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